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基礎看護技術 e-Learning 教材の活用が看護学生の初年次前期の 
自己調整学習に及ぼす影響 

 

井内伸栄・田中希穂*1 

 

 

要 旨 

本研究では，基礎看護技術教育におけるモーションキャプチャーを用いたボディメカニクスに関する

e-Learning 教材の活用が，看護系短期大学 1 年生前期における自己調整学習に及ぼす影響について検討

した。自己調整学習のスキルは，自己効力感・課題への興味・学習方略が相互に関連しながら発達する

傾向が示された。また，e-Learning 実施群と未実施群を比較した結果，自己調整学習の指標のうち認知

的学習方略に差があり，本教材が認知的方略使用の継続を促す教材として効果的であることが示唆され

た。今後は，行動の自己調整スキルの発達も支援するような e-Learning 教材の開発が必要である。 
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1．はじめに 

近年の学生の中には，想像力や理屈による理解を

不得意する学生や自ら学ぶ習慣が無い学生が少なく

ないとの指摘がある 1, 2)。看護系大学・短期大学でも

同様の傾向がみられ，大学教育においてこのような

学生への教育的支援が重要な課題となっている。看

護基礎教育においては，理論的な理解を促すために

視覚教材の提供による学習支援が検討され，看護技

術教材の開発とその効果を評価する試みがみられる

3，4)。また，自ら学ぶ習慣が十分に身についていない

学生には，「自ら学ぶ力」を育むことに関する研究が

進められ，その中心的概念として自己調整学習

（self-regulated learning）がある 2)。自己調整は「自分

の資質，すなわち思考（例えば，有能さに関する概

念）や情動（たとえば，興味），行動（たとえば，学

習活動に取り組むこと），社会的文脈的な環境（たと

えば，勉強するために静かで心地よい場所を選ぶこ

と）を将来の望ましい状態に調節していく中で，体

系的に管理するプロセス」である 5)。 

初期の自己調整研究では，学習者の認知・動機づ

け・行動のプロセスに積極的にかかわる個人の能力

に注意が向けられ，特に自己効力感（self-efficacy）

が自己調整のプロセス全体に影響するとされた 6)。

Bandura の社会的認知理論では，自己効力感を，課題

におけるスキルを実行するために必要な一連の行動

を計画し，達成することができるかどうかに関する

自己評価と定義している 7)。この自己効力感は，目

標・感情・行動的側面における他の自己調整スキル

の要因とポジティブに関連し，自己効力感の高い学

生は，より自己調整学習（目標を設定し，効果的な

学習方略を使用し，メタ認知を行うなど）に従事し，

学習に効果的な環境を作り出す 8, 9, 10, 11)。学習者は遂

行課題における有能なモデル，特に地位・権力・名

声のあるモデルを求め，そのモデルの行動から学習

し，自己効力感を高める 12)。 

その後の自己調整に関する研究では，感情を調整

する能力を自己調整の重要な側面として含め，特に

興味が自己調整の維持や発達を促進する要因となる

ことを指摘した 13)。興味をもって活動に取り組むこ

とで，集中力・粘り強さ・努力を継続し，ポジティ

ブな感情が喚起しやすくなる 14)。また，そのような

活動に従事することによって，遂行が向上し，それ

に応じて自己効力感が高まる。課題遂行に当たり，

自己効力感と興味は随伴し，効果的な学習方略の使

用を導くという自己調整のプロセスが，学習者の学

習を促すことなどが指摘されている 13, 14)。 

不安もまた自己調整の維持・促進の動機づけ要因

として検討されている。学業場面におけるテスト不

安が高い学習者ほど学習習慣に問題を抱え，学業成

績にもネガティブな影響がみられる。このように，

テスト不安の高い者は回避的対処を用いる場合もあ

るが，一方で積極的な対処を多く用いる傾向や認知

的側面の自己調整方略をよく用いる場合もある 8, 15)。 

自己調整スキルの獲得が学習への動機づけや課題

遂行 を促進す る傾向は ICT （ Information and 

Communication Technology，以下 ICT とする）を用い

た環境においても指摘され，ICT を活用した学習環

境において効果的な学習を導くためには，学習者の

自己調整学習を促進する必要がある 16)。しかし，基

礎看護技術教育において，学習者の自己調整学習と

の関連から ICT を活用した学習教材の有用性を検討

した研究はあまり見られない。 
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基礎看護技術教育において ICT を活用し，力学的

基礎知識が不足している学生にもボディメカニクス

の原理やその活用方法をわかりやすく示すために，

e-Learning によるモーションキャプチャーを用いた

ボディメカニクス活用の自己学習教材を開発した 17, 

18, 19)。この教材の学習内容は，基礎看護技術教育の

初期段階の講義と演習において学習した内容が反映

され，看護学生と熟練看護師をモデルとしている。

学生と熟練看護師の援助動作開始から終了までのプ

ロセスを比較提示することによって，ボディメカニ

クスの活用ポイントとその根拠の理解が容易になる

視覚教材である。学生よりも有能なモデルの提示に

より，学生の自己調整スキルの促進が期待される仕

組みである 19)。本研究では，このボディメカニクス

自己学習用 e-Learning教材 19) の有用性を検討するた

めに，学習初期段階にある看護系短期大学に入学し

て間もない学生を対象に，教材活用が自己調整学習

に及ぼす影響を検討する。基礎看護技術教育の講義

終了後に実施した e-Learning 教材は，学習内容の復

習・例題の提示・活用事例の提示・確認テストの 4

ステップで段階的に学習できる構成となっているこ

とから，既学習内容のメタ認知を促進し，自己調整

スキルの発達を導くと予測される。 

 

2．方  法 

2-1 参加者および調査方法 

3 年課程の A 看護短期大学 1 年生の女子学生 40 名

を調査対象とした。対象者は，入学前教育および前

期基礎科目で e-Learning 学習システムの学習経験が

十分あり，e-Learning 教材やアンケートシステム利用

について習熟している学生であった。調査は学内ネ

ットワーク上のアンケートシステムを用いて，学期

始めの 2018 年 4 月中旬に 1 回目のアンケート調査

（Time1）を，前期授業終了後の同 7 月中旬から 8 月

下旬に2回目のアンケート調査（Time2）を実施した。 

また，対象者から無作為に選抜した 15名を対象に，

1 年生前期に開講する基礎看護技術演習の授業すべ

てが終了した後に，演習において学習した患者の移

乗動作に関するモーションキャプチャーを用いた

e-Learning 教材 19) の実施を求めた。e-Learning 教材

を実施した群を実施群（n=15），実施しなかった群を

未実施群（n=25）とした。 

 

2-2 調査内容 

動機づけ要因の測定には，Motivated Strategies for 

Learning Questionnaire（MSLQ）20) を翻訳したものを

用いた。本研究では，学習意欲 3 項目，課題不安 1

項目，学習方略の認知的方略 3 項目，自己調整方略 3

項目を抜粋した。自己効力感の測定には，The Guide 

for Construction Self-efficacy Scales21) と Self-efficacy 

Scale20) を参考に，結果統制に関する自己効力感 3 項

目と行動統制に関する自己効力感 3項目を作成した。

なお，Time2 においては，Time1 で用いた項目を事後

の設問に適応した文言に修正した。各項目に対して，

「1．全く当てはまらない」「2．かなり当てはまらな

い」「3．あまり当てはまらない」「4．ある程度当て

はまる」「5．比較的当てはまる」「6．非常に当ては

まる」の 6 段階で回答を求め，1～6 点に数値化した。 

 

2-3 分析方法 

下位尺度の内的整合性を確認するために Cronbach

の α 係数を算出した。基礎統計量として，各下位尺

度と項目内容と Time1・Time2 の平均値・標準偏差・

α係数を Table 1 に，各尺度間の相関係数を Table 2 に

示した。 

次に，e-Learning 教材の実施が各尺度に及ぼす影響

を検討するため，調査時期（Time1，Time2）と教材

実施・未実施を要因とする混合 2 要因分散分析を行

った。交互作用が認められた場合には，単純主効果

を 1 要因分散分析で検討した。分析には IBM SPSS 

Statistics 24 for Windows を用いた。 

 

2-4 倫理的配慮 

調査対象者に，研究目的・意義・方法・結果の公

表・個人情報の保護・データの匿名性の保持・研究

への参加が学業成績に影響しないことを口頭と書面

で説明した。実施する教材は演習において学習した

内容を題材に力学的原理が看護技術に活かされるこ

とを示す内容で，学業成績に直接関係しないことを

調査対象者に説明した。アンケート実施前に同様の

内容を確認できるように，学内ネットワーク上のア

ンケートシステムに表示した。自由意思による調査

サイトにおける入力を求め，サイトへの入力をもっ

て研究への同意を得た。本研究は，大阪信愛女学院

短期大学研究倫理委員会の承認を得て実施した。 

 

3．結  果 と 考  察 

各下位尺度間の相関係数（Table 2）から，Time1

では学習意欲は行動統制の自己効力感と関連し

（r=.405, p<.01），Time2 では結果統制・行動統制両

方の自己効力感と関連した（r=.544, .622, p<.01）。学

習方略においては，Time1 の学習意欲と行動統制の自

己効力感が学習方略の使用と正の関連を示した（認

知 的 方 略 r=.493, .623, p<.01; 自 己 調 整 方 略

r=.622, .470, p<.01）。Time2 においては，認知的学習

方略に学習意欲と結果統制の自己効力感が関連し



3 

（r=.639, .314, p<.01, .05），自己調整方略には学習意

欲と 2 つの自己効力感が関連した（r=.521, .420, .451, 

p<.01）。学習意欲や自己効力感は相互に影響し合い，

かつ学習方略の使用とポジティブに関連した本研究

の結果は，先行研究と一致する 9, 10, 11, 13, 14)。さらにこ

れらの関連性は学期終了時の Time2 の方が強い傾向

にあった。 

課題に対して興味を持って取り組むことで，努力

の継続やポジティブ感情の経験を導き，結果として

遂行が向上し，それに応じて自己効力感が高まり，

さらに興味と自己効力感が随伴して効果的な学習方

略を導くという自己調整学習のプロセスが学習者の

学習を促進している可能性が示唆された。今後は，

課題遂行に伴う認知・感情・達成結果などもあわせ

て，e-Learning 教材と自己調整スキルの促進過程との

関連を分析・検討する必要がある。また，課題に対

して興味を持ち，その価値（重要性あるいは有用性）

を認知している学習者は，自己効力感を高め，自己

調整方略を用いる傾向があることから 13, 22)，学生が

大学で学習することの価値や意味について教えるこ

とが重要と考えられる。 

課題不安は，Time1 では学習方略との関連は見られ

なかったが（r=-.034, .283, n.s.），Time2 では有意な正

の関連があった（r=.342, .385, p<.05）。伊藤・神藤 8) は

学習時の不安が自己調整学習方略を促進することを

示しており，本研究の結果も，様々な学習方略を用

いて積極的に学習に取り組もうとするという高不安

からくるポジティブな行動喚起が示唆された。評価

ストレスの存在の有無によって，高不安が学習行動

や学業達成に及ぼす影響が異なることが指摘されて

いることから 23)，講義や e-Learning での目標設定や

評価方法を検討することによって，課題への不安が

高い学生においてもより積極的な学習行動が導き出

せるのではないかと考えられる。 

次に e-Learning 教材の効果を検討するために，調

査時期（Time1，Time2）と教材実施・未実施を要因

とする混合 2 要因分散分析を行った結果（Table 3），

学 習 意 欲 に 調 査 時 期 の 主 効 果 が 認 め ら れ

（F(1,38)=5.12, p<.05），学習意欲は，Time1 に比べて

Time2 で低下した。

 

 

 

 

M (SD ) α係数 M (SD ) α係数

大学では授業中に行う課題などに一生懸命取り組もうと思う

大学では，いろいろな教材を用いることで良い成績がとれると思う

大学でいろいろな教材を用いて学ぶことは面白そうだ

課題不安 課題に取り組むにあたり，できるかどうか心配で不安である 4.88 (1.36) － 4.73 (1.01) －

授業で説明される問題は，大体理解することができると思う

割り当てられた課題を終わらせるのは簡単だと思う

成績はおそらく良いだろう

提出物やレポートの締め切りが守れるよう，計画的に進めることができる

大学での勉強を計画立ててすることができる

勉強するように自分自身を動機づけることができる

勉強した内容を思い出すために，繰り返し教科書などの教材を見る

他の授業との関連性を意識しながら勉強する

教科書などの教材を読むとき，すでに知っている知識と関連づけながら読む

教員の言っていることがよくわからないときでも，理解するよう努力する

eラーニング教材の必要性について考える

好きではない授業でも，良い成績をとろうと努力する

Table 1　項目内容と平均値（M ）・標準偏差（SD ）・α係数 (n =40)

尺度と項目

学習意欲 ( .79) 0.516

Time1

0.497

Time2

4.48 ( .82) 4.23

結果統制の
自己効力感

( .95) 0.686

行動統制の
自己効力感

( .87) 0.438

0.683

0.660

2.50

3.73

( .82)

( .98)

2.91

3.57

認知的
学習方略

( .83) 0.725

自己調整的
学習方略

( .92) 0.637

0.524

0.540

4.32

4.49

( .82)

( .80)

4.26

3.92

下位尺度

1．学習意欲   .439 * .325 * .158 .405 ** .493 ** .622 **

2．課題不安 .260   .235 -.239 -.135 -.034 .283

3．結果統制効力感 .544 ** .046 .407 ** .397 * .064 .001

4．行動統制効力感 .622 ** .137 .609 ** .391 * .623 ** .470 **

5．認知的学習方略 .639 ** .342 * .314 * .009 .543 ** .506 **

6．自己調整的学習方略 .521 ** .385 * .420 ** .451 ** .407 ** .423 **

右上はTime1，左下はTime2における下位尺度間 ，対角は各下位尺度のTime1 とTime2

* p <.05, **p <.01

Table 2　下位尺度間の相関関係  (n=40)

1 2 3 4 5 6
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入学時には動機づけが高かったものの，次第に低

下していくパターンを示す学生が一定数存在するこ

とは指摘されており 24)，看護基礎教育においても入

学後の授業での指導において高い動機づけを維持で

きるような工夫が求められる。 

自己効力感のうち結果統制に関する自己効力感に

おいて調査時期の主効果が認められ（F(1,38)=6.20, 

p<.05），Time1 に比べて Time2 で上昇した。臨地実習

後に自己効力感が促進されることはすでに指摘され

ているが 25, 26)，入学直後の科目学習を通しても学生

の自己効力感が促進されることが示唆された。入学

時には未知の学業領域に対して不安や緊張があった

ものの，1 学期間を通して理解度や課題達成のメタ認

知が進み，自己効力感が促進されたと考えられる。 

学習方略においては，交互作用が認められた

（F(1,38)=4.47, p<.05；F(1,38)=5.72, p<.05）。単純主効

果の検定の結果，認知的方略は，教材未実施群が

Time1 から Time2 に有意に低下し（F(1,24)=5.46, 

p<.05），その結果，Time2 において実施群の認知的方

略 は 未 実 施 群 に 比 べ て 高 い 傾 向 に あ っ た

（F(1,38)=3.93, p=.055）。実施した e-Learning教材は，

学習内容の復習・例題の提示・活用事例の提示・確

認テストの 4 ステップで段階的に学習できる構成で

あったことから，学習者が既学習内容の復習には本

教材や教科書の使用が有効であることや，学習内容

間の関連性などを意識しながら学習を進める認知的

学習方略の有用性を認識し，方略使用の継続を促す

教材として効果的であったと考えられる。 

一方で，自己調整方略は実施群・未実施群とも

Time1 から Time2 に低下した（ F(1,14)=18.03, 

F(1,24)=3.35,p<.05, p =0.08）が，Time1 と Time2 にお

いて群差は認められなかった。学習課題が難しかっ

たり，十分に理解できなかったりした際にも，自身

の学習をメタ認知し，行動を自己調整するスキルが

重要であるが，その発達を促進するには本教材は不

十分であった可能性がある。学業の中で困難に対す

る対処意欲や努力の継続性を促す仕組みを教材の中

に取り入れる必要があると考えられる。課題不安お

よび行動統制に関する自己効力感に調査時期・教材

実施の主効果および交互作用が認められなかったこ

とからも，学生が行動を自己調整するスキルの促進

を支援する教育および教材への改善が必要である。 

自己調整スキルを促進するための介入として，エ

ンパワメント，学習方略，循環フィードバック・ル

ープの 3 つが設定されている 27)。エンパワメントで

は学習者のコントロールの認知を強化することを目

標とし，学習方略では学習者が学習方略のレパート

リーを増やすことを目標としている。循環的フィー

ドバック・ループでは，学習者が予見・遂行コント

ロール・自己内省を循環的に用いることを目標とす

る。e-Learning 教材は，既学習内容についての自己内

省を深め認知的プロセスを促進する。課題でのポジ

ティブな遂行は，学習者の効力感や意欲関心を高め，

次の学習のコントロールの認知を促進すると考えら

れる。e-Learning 教材が学生の認知的な自己調整スキ

ルの発達を促進するための介入手段として機能する

可能性があることが示唆されたことから，今後は

e-Learning の実施回数を増やすことや学習内容とよ

り詳細に関連した複数の e-Learning 教材の実施を検

討し，行動の自己調整スキルの発達を支援する取り

組みが必要である。 
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M (SD ) M (SD )

Time 1 4.67 (0.62) 4.48 (0.78)

Time 2 4.42 (0.73) 4.15 (0.82)

Time 1 5.20 (1.15) 4.68 (1.46)

Time 2 4.73 (1.16) 4.60 (0.96)

Time 1 2.47 (0.77) 2.63 (0.82)

Time 2 2.93 (1.05) 2.93 (0.91)

Time 1 3.73 (0.95) 3.81 (1.03)

Time 2 3.51 (1.08) 3.65 (0.73)

Time 1 4.36 (0.74) 4.39 (0.86)

Time 2 4.58 (0.82) 4.05 (0.80)

Time 1 4.73 (0.57) 4.36 (0.91)

Time 2 3.78 (0.99) 4.06 (0.86)

* p <.05, ** p <.01

Table 3　調査時期および教材実施の混合２要因分散分析の結果

実施群(n =15) 未実施群(n =25) F値

交互作用 調査時期 クラスタ

学習意欲 0.12 5.12 1.19*

課題不安

結果統制効力感

0.57 1.14 1.19

0.27 6.20 0.71

自己調整的学習方略 5.72 21.00 0.04

認知的学習方略 4.47 0.18 1.13

行動統制効力感 0.03 1.24 0.19

*

***

*
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